
- SSS32-P03_PG -

[S-SS32_1AM1]

[SSS32-P03_PG]

©日本地球惑星科学連合 

日本地球惑星科学連合 日本地球惑星科学連合2014年大会 

口頭発表 | セッション記号 S （固体地球科学） | S-SS　地震学

断層帯のレオロジーと地震の発生過程
コンビーナ:*大橋 聖和(千葉大学大学院理学研究科)、飯沼 卓史(東北大学災害科学国際研究所)、谷川 亘(独立行政
法人海洋研究開発機構高知コア研究所)、三井 雄太(静岡大学大学院理学研究科地球科学専攻)、座長:大橋 聖和(千
葉大学大学院理学研究科)、三井 雄太(静岡大学大学院理学研究科地球科学専攻)
2014年5月1日(木) 09:00 〜 10:45  315 (3F)
(1) 断層岩・断層帯のレオロジーと物理化学的性質，(2)地震発生・震源過程の理論・シミュレーション解析，及
び(3)地震学・測地学的にみた断層運動，の3分野の研究者が集まって，断層内での物理的化学的素過程と地震発
生過程について学際的に議論を深める．地震断層掘削に係る研究も歓迎する．
 

 

10:30 〜 10:45

続成作用にともなう玄武岩の透水性の変化：四万十付加
体物質を用いた考察

ポスター講演3分口頭発表枠
*谷川 亘1、山口 飛鳥2、亀田 純3、多田井 修4、畠田 健太朗4、北村 真奈美5 (1.海洋研究開発機構高知コア研究
所、2.東京大学大気海洋研究所、3.北海道大学大学院理学研究院自然史科学専攻、4.株式会社マリ
ン・ワーク・ジャパン、5.広島大学)
キーワード：透水係数, 流体圧, 続成作用, 沈み込み帯, 南海トラフ地震, 玄武岩
 
2011年の東北地方太平洋沖地震では、プレート境界断層浅部で断層が50mにもわたる大きな変位を伴うすべりが
生じたことにより大きな津波災害が引き起こされたと考えられている。大変位を引き起こした原因とし
て、（１）地震時のプレート境界断層の動的弱化機構、（２）プレート境界深部における間隙水圧の増加に伴う
強度の低下が挙げられる。（２）の間隙水圧を上昇させるメカニズムとして、沈み込みに伴うプレート境界近傍
の物質の脱水反応と続成作用に伴う孔隙体積および透水性の変化が挙げられる。そこで、本研究では南海トラフ
地震断層のプレート境界下部の海洋プレート物質を対象として、続成作用にともなう水理特性の変化と間隙水圧
発達の関係について考察した。 
本研究では高知県の四万十帯付加体中の続成状態が異なると考えられる興津小鶴津と久礼の玄武岩を用いた。興
津と久礼の間隙率、および P波速度はそれぞれ1.4 %と6.4 km/sおよび2.1%と5.9km/sを示し、また、 S波速度の
違いは認められなかった。水銀圧入法により間隙径分布を測定した結果、0.01μ m以下の非常に低い間隙構造を
持っていることが確認された。透水係数の測定は、室温下で封圧1～160 MPaまで変化させて行った。間隙流体と
して窒素ガスを用いて、ガス流量法からにより値を算出した。 
同じ封圧下で間隙差圧を変化させてガス浸透係数を測定すると、間隙圧の増加に対して透水係数が減少し
Klinkenberg効果が認められた。そこで、測定した「ガス浸透係数」は間隙圧依存性を基に Klinkenbergの式を用
いて「透水係数」に補正した。補正した「透水係数」は「ガス浸透係数」と比較して約1/2～1/4低い値を示し
た。有効圧1MPa時の透水係数は試料ごとの違いは認められず、10-15～10-16m2の値を示した。透水係数は圧力増
加に伴い減少し、有効圧100MPaにおいて10-18～10-21m2を示し、試料の違いによる透水性の違いが顕著に現れ
た。また、久礼の玄武岩試料が一番低い透水係数を示し、100MPaで10-21m2を示した。一方興津の玄武岩試料は
100MPaで3×10-19m2で一番高い透水係数を示した。高い透水係数の試料以外はおおむね透水係数の有効圧変化は
べき乗曲線で近似できて、係数は-2～-3を示した。一方、高い透水性を示した試料は、 Gangi（1978）が紹介し
ているヘルツの接触理論を基にした理論式で近似できる。高い透水性を示す試料は割れ目が発達していることか
ら、有効圧増加に対する透水係数の減少は間隙の変化よりも割れ目の凹凸形状の変化が大きく影響しているもの
と考えられる。 
本研究で測定した玄武岩の透水係数は Kato et al. (2004)で報告されている興津の断層帯内部の玄武岩よりも低い
値を示した。また、 Juan de Fucaと Tonga-Kermadecの玄武岩（ Christensenan and Ramananantoandro,
1988）と比較してもやや低い透水性を示した。 
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現時点では、続成作用に伴う玄武岩の透水性およびその他の物性の変化について系統的な傾向は得られていな
い。ただし、いずれの玄武岩試料も非常に低い透水係数を示したことから、地下深部もしくは脱水反応に伴う流
体の供給による間隙水圧が発生する可能性は十分に考えられる。


